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参
院
選
結
果
　
野
党
は
勝
利
を
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
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し
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〔
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
『
連
合
通
信
・
隔
日
版
』
第
９
７
５
５
号
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
14
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕〕　　

　
　
　

共
闘
態
勢
の
早
期
の
確
立
を

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
、「
与
党
が
勝
利
し
た
」
と
い
う
よ
り
も
、野
党
、特
に
立
憲
民
主
党
が
対
応
を
間
違
え
、
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自
民
党
に
勝
利
を
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
し
た
と
言
え
る
。

　

自
民
党
が
改
選
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
で
き
た
の
は
選
挙
区
で
勝
利
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
比
例
代
表
で
は

改
選
議
席
を
１
議
席
減
ら
し
て
い
る
。
選
挙
戦
の
中
盤
ま
で
は
物
価
問
題
で
守
勢
に
回
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
勢
い
が
弱
ま
っ
て
い
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
選
挙
区
で
勝
て
た
の
か
。
そ
れ
は
野
党
が
バ
ラ
バ
ラ
で
戦
っ
た
か
ら
だ
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
伴
う
好
戦
的
機
運
の
高
ま
り
や
、
ソ
フ
ト
で
リ
ベ
ラ
ル
な
印
象
を
振
り
ま
く
岸
田
内
閣
の
高
い
支
持

率
な
ど
、
野
党
に
と
っ
て
は
元
々
不
利
な
情
勢
だ
っ
た
。
そ
の
下
で
、 

野
党
が
共
闘
せ
ず
、
選
挙
区
で
候
補
を

乱
立
さ
せ
た
た
め
、
た
だ
で
さ
え
有
利
な
自
民
党
が
漁
夫
の
利
を
得
た
。

　

選
挙
戦
最
終
盤
に
は
、
安
倍
元
首
相
が
遊
説
中
に
銃
撃
さ
れ
死
去
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
自
民
党
へ

の
同
情
や
安
倍
政
治
の
美
化
が
強
ま
っ
た
こ
と
も
、
選
挙
結
果
に
作
用
し
盛
り
返
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

立
憲
民
主
党
の
、
政
党
名
を
書
く
比
例
代
表
選
挙
区
の
得
票
数
は
６
７
７
万
票
。
昨
年
10
月
の
総
選
挙
で
の

比
例
票
１
１
４
９
万
票
か
ら
約
５
０
０
万
票
も
大
き
く
減
ら
し
、
維
新
に
凌
駕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、
自
民
党
は
約
１
６
５
万
票
減
の
１
８
２
６
万
票
。
全
国
の
有
権
者
総
数
の
２
割
に
も
満
た
な
い
。
自

民
党
が
強
い
の
で
は
な
く
、
野
党
が
弱
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
う
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
立
憲
民
主
党
な
ど
野
党
の
失
敗
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
昨
年
の
総
選
挙
の
総
括

を
間
違
え
た
の
が
痛
手
と
な
っ
た
。

　
「
野
党
は
批
判
ば
か
り
」「
共
闘
は
野
合
」
と
の
批
判
に
屈
し
、
国
民
民
主
党
は
予
算
に
賛
成
す
る
な
ど
政
権

に
す
り
寄
り
、
立
憲
民
主
党
の
泉
執
行
部
は
政
府
批
判
を
封
じ
て
「
対
案
路
線
」
に
転
じ
共
闘
に
も
後
ろ
向
き

と
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
政
府
・
与
党
を
厳
し
く
追
及
し
て
追
い
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
野
党
第
一
党
で
あ
る
立
憲
民
主
党
は
「
野
党
の
か
な
め
と
し
て
政
治
を
変
え
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
わ
ず
か
半
年
余
り
で

約
５
０
０
万
票
も
の
大
量
の
比
例
票
を
減
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
は
な
い
か
。

　

両
党
の
動
向
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
連
合
だ
。
芳
野
友
子
会
長
の
鼎
（
か
な
え
）
の
軽
重
が
問
わ

れ
て
い
る
。
昨
年
秋
の
就
任
以
降
、
こ
と
ご
と
く
足
を
引
っ
張
っ
た
。
野
党
共
闘
を
否
定
す
る
発
言
を
繰
り
返

す
だ
け
で
な
く
、
自
民
党
に
す
り
寄
る
か
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
、
野
党
の
勢
い
を
弱
め
た
。

　

そ
の
教
訓
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
野
党
の
共
闘
態
勢
を
立
て
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。

●
維
新
の
勢
い
、
頭
打
ち

　

日
本
維
新
の
会
も
昨
年
の
総
選
挙
か
ら
比
例
票
を
20
万
ほ
ど
減
ら
し
た
。「
全
国
政
党
化
」
を
め
ざ
し
た
が
、

東
京
や
「
最
重
点
区
」
の
京
都
で
落
選
し
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
神
奈
川
選
挙
区
で
元
県
知
事
が
当
選
し
た
の

は
「
維
新
票
」
と
は
言
い
難
い
。

　

維
新
の
支
持
層
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
現
役
世
代
で
、
中
間
層
が
没
落
す
る
な
か
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら
「
改

革
幻
想
」
に
期
待
を
寄
せ
た
人
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
一
時
の
勢
い
は
な
く
頭
打
ち
と
な
っ
た
。
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ま
た
、
失
言
・
暴
言
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
問
題
議
員
や
候
補
者
の
吹
き
溜
ま
り
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
有
権
者
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
支
持
を
失
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

●
共
闘
態
勢
の
早
期
確
立
を

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
第
７
波
や
物
価
高
騰
の
大
波
が
到
来
す
る
。
岸
田
首
相
は
大
軍
拡
に
前
の
め
り
だ
。
専
守
防

衛
の
国
是
に
反
す
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
や
、
防
衛
費
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
を
念
頭

に
し
た
予
算
増
、
憲
法
９
条
に
「
自
衛
隊
」
を
明
記
す
る
改
憲
論
議
も
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

改
憲
に
よ
っ
て
日
本
は
何
を
得
て
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
招
く
の
か
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
今
後
ど
の
よ
う
な

平
和
政
策
、
外
交
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
か
、
が
本
格
的
に
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

来
年
５
月
に
広
島
で
開
催
す
る
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
）
後
に
有
利
な
情
勢
だ
と
判
断
す
れ
ば
、
岸
田
首

相
が
解
散
に
打
っ
て
出
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、
来
年
秋
以
降
は
総
選
挙
か
ら
２
年
を
経
て
解
散
風
が
吹

き
始
め
る
。

　

政
府
に
主
導
権
を
握
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
野
党
は
岸
田
政
権
を
解
散
に
追
い
込
む
姿
勢
が
、
政
治
に
緊
張

感
を
持
た
せ
議
会
制
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
る
う
え
で
も
必
要
だ
。
並
行
し
て
、
総
選
挙
に
い
つ
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
野
党
間
の
共
闘
態
勢
の
確
立
を
、
今
か
ら
で
も
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


